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北海道医師会勤務医部会では、平成24年度に提案

された地域医療の現況調査について運営委員会にて

検討した結果、北海道の地域医療において勤務医が

抱える多くの問題の中から、平成25年度は医療機関

に対する不当クレームと暴力行為ならびに時間外の

救急体制の現状と各医療機関の取り組みの把握につ

いて調査を行い、その結果は飯塚桂司先生（市立釧

路総合病院）が、平成25年度勤務医部会全体会議な

らびに本誌第1146号（平成26年３月１日）にて中間

報告を行った。

また、医療機関に対する不当クレームや暴力行為

から医療者と他の患者を守るため、院内に掲示する

「暴力追放宣言ポスター」を作成し、北海道内の医

療機関に平成26年６月に送付した。

ポスターは、院内暴力、迷惑行為を許さないこと

を宣言し、覚せい剤などの危険物の病院持込み行為

の禁止、警察に通報することの脅し文句や診療の中

止などの処置をとることの予告など、病院の意図を

明確にしたものの３種類である。

平成26年度は診療科の偏在、女性医師の地域医療

への貢献度、医師の高齢化について調査を実施し、

運営委員会にて検討を重ねてきた。

平成26年７月に実施した調査の結果は、平成26年

12月７日（日）に開催した本年度の勤務医部会全体

会議で報告した。

この２回の調査結果を併せて、「勤務医の過重労働

を改善するために」をテーマに報告書を取りまとめ

た。調査結果は予想どおりのものもあったが、新医

師臨床研修制度前後の医師の動き、地域からの医師

の引き上げによる地域医療の実態など、予想を遥か

に超える驚くべき結果もあった。報告書の構成を結

果から解決へつながるように、前半に現状分析、後

半に解決への課題としてまとめている。

また、本書が報告にとどまらず解決へのアクショ

ンとしていくために、問題点を総括して道内の病院

に対して「提言」としてまとめ提案することとし、

全体会議において採択した。

本提言を実現していくため、私たち医師はもちろ

んのこと、行政、地域住民へ働きかけ解決に近づい

ていきたい。

常任理事・医療関連事業部長 藤井 美穂

平成26年度勤務医部会活動報告

◇

北海道医師会勤務医部会報告書「勤務医の過重労

働を改善するために」は、道内医療機関、郡市医師

会などに配布し、当会ホームページにも掲載するの

で、是非ご一読いただきたい。
「暴力追放宣言ポスター」
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